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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境・所得環境の改善により緩やかな

回復に向かうことが期待されましたが、個人消費・企業収益の改善に足踏みがみられたほか、中

国を始めとする新興国の景気の減速や英国のＥＵ離脱など海外経済の不確実性の高まりもあり、

景気の先行きは不透明な状況となっております。 

このような経済情勢の下、当社グループの主要事業においては、環境意識の高まりから地球温

暖化の防止や省資源・省エネルギーへの取り組みが進められているなか、ごみ処理施設では、老

朽化した施設の更新工事や改良工事などの計画があり、また、バイオマス発電設備では、電力の

固定価格買取制度などエネルギー政策の後押しにより、今後とも需要が見込まれております。 

当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、ごみ処理施設の建設

工事や基幹改良工事、運転・維持管理などを順調に受注したほか、バイオマス発電設備の建設工

事なども受注しており、受注高は100,341百万円と前年同期に比べ37,978百万円（60.9％）の大

幅な増加となりました。 

一方、売上高については、ごみ処理施設やバイオマス発電設備の建設工事などが順調に進捗し

たことから49,019百万円となりましたが、これらが大きく進捗した前年同期に比べ576百万円

（1.2％）の減少となりました。この結果、受注残高は190,746百万円となりました。 

損益面においては、原価低減により売上総利益が増加しており、研究開発費など販売費及び一

般管理費が増加したものの、営業利益は3,343百万円、経常利益は3,698百万円と前年同期に比べ

それぞれ50百万円（1.5％）、99百万円（2.8％）の増加となりました。しかし、税金費用が増加

しており親会社株主に帰属する四半期純利益は2,808百万円と前年同期に比べ204百万円（6.8％）

の減少となりました。 

なお、当社グループの売上高は、通常の事業形態として、上半期に比較して下半期が多くなる

傾向にあります。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

    (単位：百万円) 

セグメントの名称 受注高 売上高 営業損益 受注残高 

環境・エネルギー(国内)事業 85,280 38,232 4,142 177,757

環境・エネルギー(海外)事業 2,186 848 △139 2,800

民生熱エネルギー事業 9,067 7,432 78 5,050

設備・システム事業 3,987 2,655 133 5,282

計 100,521 49,168 4,215 190,891

調整額 △180 △148 △871 △145

合計 100,341 49,019 3,343 190,746

 
  

株式会社タクマ(6013)　平成29年３月期　第２四半期決算短信

－2－



① 環境・エネルギー(国内)事業 

ごみ処理施設の建設工事や基幹改良工事、運転・維持管理などを順調に受注したほか、バイ

オマス発電設備の建設工事なども受注しており、受注高は85,280百万円と前年同期に比べ

35,651百万円（71.8％）の大幅な増加となりました。一方、売上高については、ごみ処理施設

やバイオマス発電設備の建設工事などが順調に進捗したことから38,232百万円となりましたが、

これらが大きく進捗した前年同期に比べ1,093百万円（2.8％）の減少となりました。 

損益面では、営業利益は4,142百万円と前年同期に比べ272百万円（7.0％）の増加となりま

した。 

 

② 環境・エネルギー(海外)事業 

東南アジアにおいて新たにバイオマス発電ボイラを受注したことから、受注高は2,186百万

円と前年同期に比べ1,632百万円（294.6％）の増加となりました。売上高は848百万円と前年

同期に比べ422百万円（99.0％）の増加となりました。 

損益面では、営業損失が前年同期の37百万円から139百万円となりました。 

 

③ 民生熱エネルギー事業 

貫流ボイラや真空式温水機の高効率商品への更新需要、部品販売や補修などのメンテナンス

需要の獲得に努めており、受注高は9,067百万円と前年同期に比べ543百万円（6.4％）の増加

となりました。売上高は7,432百万円と前年同期に比べ142百万円（2.0％）の増加となりまし

た。 

損益面では、営業利益は78百万円と前年同期に比べ116百万円（59.7％）の減少となりまし

た。 

 

④ 設備・システム事業 

建築設備の受注が増加したほか、半導体産業用設備もおおむね順調に受注しており、受注高

は3,987百万円と前年同期に比べ183百万円（4.8％）の増加となりました。一方、売上高は

2,655百万円と前年同期に比べ35百万円（1.3％）の減少となりました。 

損益面では、営業利益は133百万円と前年同期に比べ60百万円（81.7％）の増加となりまし

た。 
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

老朽化したごみ処理施設の更新や延命化、エネルギー政策を背景としたバイオマス発電設備の

建設など当社グループの主要製品には引き続き需要が見込まれております。 

このような状況の下、当社グループの平成29年３月期の連結業績につきましては、当第２四半

期連結累計期間において順調に推移しており、平成28年５月13日に公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。 

なお、当社グループの事業では、納期が連結会計年度末直前となる工事が多く、第４四半期に

かけて進捗、引渡しが多くなる傾向にあり、業績においても第４四半期での売上高が他の四半期

と比較して著しく大きくなるなど季節的変動が大きいことから、業績管理については年次のみで

行うこととしております。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 原価差異の繰延処理 

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込

まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）として繰り延べております。 

② 税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第32号  平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平

成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額

法に変更しております。 

なお、これによる影響額は軽微であります。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更） 

連結の範囲の重要な変更 

第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことから、くるめハイトラスト㈱、ほくたん

ハイトラスト㈱及び諏訪湖ハイトラスト㈱を連結の範囲に含めております。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    前第２四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

      (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

環境・ 
エネルギー
(国内)事業

環境・ 
エネルギー
(海外)事業

民生熱 
エネルギー

事業 

設備・ 
システム
事業 

計 

売上高  

  外部顧客への売上高 39,223 426 7,257 2,688 49,596 ― 49,596

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

102 ― 32 1 136 △136 ―

計 39,325 426 7,290 2,690 49,732 △136 49,596

セグメント利益又は損失(△) 3,870 △37 194 73 4,100 △807 3,293

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△807百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△880百万

円及びその他の調整額72百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び

一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

    当第２四半期連結累計期間(自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日) 

      (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

環境・ 
エネルギー
(国内)事業

環境・ 
エネルギー
(海外)事業

民生熱 
エネルギー

事業 

設備・ 
システム
事業 

計 

売上高  

  外部顧客への売上高 38,104 848 7,412 2,655 49,019 ― 49,019

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

128 0 20 ― 148 △148 ―

計 38,232 848 7,432 2,655 49,168 △148 49,019

セグメント利益又は損失(△) 4,142 △139 78 133 4,215 △871 3,343

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△871百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△952百万

円及びその他の調整額81百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び

一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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